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親愛なるムスリムの皆様。私たちに与

えられた無数の恵みに対し、私たちはアッ

ラーに感謝する責務を負っていることを私

たちは認識しています。この責務を果たし、

精神的にアッラーに近づき、アッラーの愛

情を得る為に私たちが行なうことのできる

務めの一つが、犠牲を屠ることです。 
ここでの犠牲とは、一定の動物をイー

ド（大祭）の日にアッラーのご満悦を得る

目的で屠ること、あるいは代理人をたてて

屠らせることによって実現される崇拝行為

を意味します。犠牲を屠ることは崇拝行為

の 1 つなのです。ア

ッラーの命令に頭を

下げて従い、財産を

アッラーのご満悦を

得る為に捧げること

ができることを明白

に示すことなのです。

この崇拝行為は、ア

ッラーへの愛情をあ

らゆる愛着よりも優

先させ、真実の道に

おいて献身すること

ができることを示すものなのです。 
犠牲を屠る、あるいは代理人を立てて

屠らせる信者は、「あなたの主に礼拝し、犠

牲を捧げなさい。」（潤沢章第 2 節）という

命令を実行し、アッラーへの服従を示し、

しもべとしての意識を新たにし、預言者ム

ハンマドのスンナに従ったことになるので

す。預言者ムハンマドは「犠牲として屠ら

れた動物の毛の一本ずつに１０の善行が与

えられる。」「犠牲として捧げた動物は、最

後の審判の日に角と毛と共にあなたのとこ

ろに来る。屠られた動物は、その血が地に

落ちる前にアッラーの位階に達する」と命

じられ、犠牲とされた動物の肉の善行の豊

かさとその重要性を明らかにしておられる

のです。 
親愛なるムスリムの皆様。犠牲を捧げ

るという崇拝行為の本髄は、人の意思と誠

実さです。このことを高めるアッラーは「そ

れらの肉も血も、決してアッラーに達する

訳ではない。かれに届くのはあなたがたの

篤信〔タクワー〕である。」（巡礼章第 37
節）という言葉で告げておられます。犠牲

を屠ることは、アッラーの愛情を獲得させ、

自我を防ぎ、信者をしもべとしての意識に

到達させる、そしてイードの日に行なうこ

とが出来る、最も好ましく価値のある崇拝

行為なのです。そのことについて預言者ム

ハンマドは、「人はイード・ル・アドハ（犠

牲祭）の日にアッラーの為に犠牲を屠るこ

と以上に好ましいことを行うことはない」

とおっしゃられてい

るのです。 
犠牲として屠っ

た動物の肉を家族と

友に食べ、神の恵み

の恩恵を受けること

ができるのと同様に、

客に振舞ったり貧し

い人にわけたりする

ことで彼らともイー

ドの喜びを分かち合

うことができるので

す。そして人々への慈しみ、いたわり、敬

意を真の意味で実践することになるのです。 
親愛なるムスリムの皆様。特に日本で、

犠牲を屠るという崇拝行為を直接実践する

ことは困難であることはご存知のとおりで

す。従っていくつかの組織が代理をたてて

犠牲を屠る活動を行っているのです。これ

は重要な奉仕であり、人々に容易さを獲得

させるものです。イスラームの定められた

形に従って屠られた動物たちの肉は、それ

を必要としている人々へと届けられます。 
アッラーに近づくことを希望している

私たちも、犠牲を屠る崇拝行為を実践しま

しょう。また、アラファの日（犠牲祭の前

日にあたる）の朝の礼拝から始まり、イー

ドの四日めのアスルの礼拝まで続くタシュ

リークタクビールを義務の礼拝の際に行な

うことを忘れないようにしましょう。 


